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[スタート]ボタンから
右図のように
[すべてのプログラム]

→[OMRON] 
→[CX-One]
→[CX-Programmer]
→[CX-Programmer]

と選択します。

※Windows Vista以降の
OSを使用している場合は
右クリックメニューの
[管理者として実行]を
選択してください。

１．使いやすくなった統合シミュレーションをまず体験（CX-Programmerの起動）１．使いやすくなった統合シミュレーションをまず体験（CX-Programmerの起動）

1.統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
まず体験

3. 動作
チェック

4.画面のﾘ
ｻｲｽﾞ、前

配置、保存

2.統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
の開始

5.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ終了と再

立ち上げ

6.PLC異常ｼ
ﾐｭﾚｰﾀ

7.異常
発生ﾛｸﾞ

保存
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２ ． 体 験 用 ﾌ ﾟ ﾛ ｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄ を 開 き
統合シミュレーションを開始します

２ ． 体 験 用 ﾌ ﾟ ﾛ ｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄ を 開 き
統合シミュレーションを開始します

起動をクリックします。

さらに使いやすくなった統合シミュレーションを「まず
体験」してみましょう。

マウスで左クリックします。

マウスで左クリックします。

統合シミュレーションを
開始します。

体験用プロジェクトを開きます。

ラダープログラムデータを開き
ます。
C:¥Program Files¥OMRON
¥CX-One¥Sample Program
¥Simulation_DEMO_2007.cxp

開く(0) をクリックします

プログラムを確認します。

開く(0) をクリックします

連携して動作するCX-Designer
のファイルを選択。
C:¥Program Files¥OMRON
¥CX-One¥Sample Program
¥Simulation_DEMO_2007.IPP

統合シミュレーションを起動
します。

アイコンが見つからない！そんな時は..

メニューよりメニューより[[表示表示||ﾂｰﾙﾊﾞｰﾂｰﾙﾊﾞｰ]]
を選択を選択

すべてのツールバーや
ウィンドウの表示／非
表示を切り替えること
ができ、便利です。

ワンポイント！

1.統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
まず体験

3. 動作
チェック

4.画面のﾘ
ｻｲｽﾞ、前

配置、保存

2.統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
の開始

5.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ終了と再

立ち上げ

6.PLC異常ｼ
ﾐｭﾚｰﾀ

7.異常
発生ﾛｸﾞ

保存
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３．動作チェック３．動作チェック 実際にラダープログラムと画面を連携動作させます。

背面のCX-Programmer(CX-
Simulator)は「モニタモード」です。

操作は一切不要です。
約３０秒ほどお待ちく
ださい。

CX-Simulator起動、接
続、ラダー転送、CX-
Designer起動、テスト画
面（TEST MODE画面)
起動まですべて自動で
行います。

【テストツール】
画面で使用されている
アドレスを表示します

現在値が２０を越える、または目標に
到達するとメッセージが表示されます

運転ボタンをクリックします

「運転」を押すと画面
の現在値が自動加算
され目標値に到達す
ると停止し「停止」が
点灯します

リセットボタンを押すと
現在値が０に戻ります。

リセットボタンをクリックします

目標に到達すると「停止」ランプ
が点灯します。

1.統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
まず体験

3. 動作
チェック

4.画面のﾘ
ｻｲｽﾞ、前

配置、保存

2.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ

の開始

5.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ終了と再

立ち上げ

6.PLC異常ｼ
ﾐｭﾚｰﾀ

7.異常
発生ﾛｸﾞ

保存
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４．画面のリサイズ・前面配置・配置保存４．画面のリサイズ・前面配置・配置保存

“TEST MODE”のメ
ニューより［表示 | 
ズーム］を選択。

左マウスボタンを離し
た時点で、サイズが変
更できます。

CX-DesignerではTEST MODE画面（テスト画面）におい
て、以下の調整ができるため、お好みの環境にカスタマイ
ズできます。
１）リサイズ 2)常に前に表示 3)配置を保存

4.1. 画面のリサイズ4.1. 画面のリサイズ

“TEST MODE”の右

下にカーソルを合わ
せます。マウスアイコ
ンの形が両端矢印に
なることを確認します。

ズームダイアログより、
「自動調整」を選択し、
OKボタンを押します。

その後、左マウスボ
タンをクリックしたま
ま左上にドラッグし
ます。

お好みのサイズに拡大、
縮小できます。

1.統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
まず体験

3. 動作
チェック

4.画面のﾘ
ｻｲｽﾞ、前

配置、保存

2.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ

の開始

5.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ終了と再

立ち上げ

6.PLC異常ｼ
ﾐｭﾚｰﾀ

7.異常
発生ﾛｸﾞ

保存
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“TEST MODE”のメ
ニューより［ｵﾌﾟｼｮﾝ |
常に手前に表示］を
選択。

4.2.常に前に表示4.2.常に前に表示

“TEST MODE”を適当

な場所に移動します。

CX-Programmerの
ウィンドウを押しても、
テスト画面が常に最前
面に表示されます。

CX-Programmerから

統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ開始
のアイコンをクリック。

メッセージで「OK」を

選択。

テスト画面が常に手
前に表示され、他の
ビューで隠れることは

ありません。

4.3. 配置を保存し、
CX-Programmerから
再開。

4.3. 配置を保存し、
CX-Programmerから
再開。

“TEST MODE”のメ
ニューより［ファイル | 終
了］を選択。

確認ダイアログで
「はい」を選択しテスト画
面を閉じます。

統合シミュレーション
が再開されます。そ
のとき、テスト画面は、
終了時の場所、大き
さを記憶して表示さ
れます。

1.統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
まず体験

3. 動作
チェック

4.画面のﾘ
ｻｲｽﾞ、前

配置、保存

2.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ

の開始

5.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ終了と再

立ち上げ

6.PLC異常ｼ
ﾐｭﾚｰﾀ

7.異常
発生ﾛｸﾞ

保存
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５．統合シミュレーション終了
とCX-Designerから
再立ち上げ

５．統合シミュレーション終了
とCX-Designerから
再立ち上げ

「統合シミュレーションを終了」「統合シミュレーションを終了」→→「画面修正」「画面修正」
→→CXCX--DesignerDesignerから「統合シミュレーション再起動」から「統合シミュレーション再起動」する

演習です。

５．１ CX-Designer側のみ終了と再起動５．１ CX-Designer側のみ終了と再起動

画面データの修正が発生した場合に使用します。
ここでは、画面を一度終了し、再度統合シミュレーションを起動します。

“TEST MODE”の右上の
「ｘ」または、テスト画面の
メニューより［ファイル|終
了］で、終了できます。

[はい(Y)]をクリックします

終了確認のメッセージが
表示されます。

部品を選択し
マウスでダブルクリックします。

CX-Designerで、“CX-One
統合シミュレーション”のラ

ベルの背景を緑色にします。

５．２ CX-Designer上
で画面の修正

５．２ CX-Designer上
で画面の修正

緑色を選択し

[OK]をクリックします

５．３ 保存５．３ 保存

CX-Designerで、マウス

でクリックし保存します 以上で画面の修正作業が完了しました。

ラベルの背景が緑になります。

1.統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
まず体験

3. 動作
チェック

4.画面のﾘ
ｻｲｽﾞ、前

配置、保存

2.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ

の開始

5.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ終了と再

立ち上げ

6.PLC異常ｼ
ﾐｭﾚｰﾀ

7.異常
発生ﾛｸﾞ

保存
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５．４ 統合シミュレーション再起動５．４ 統合シミュレーション再起動

すでにCX-ProgrammerとCX-
Simulatorは動作中のためラダープロ

グラムを指定する必要がありません！

統合シミュレーションを起
動します。

CX-Designer上で、

マウスで左クリックします。

統合シミュレーション
を再開します。

画面の修正作業が反映され、統合シミュレーションを簡単に再開できます。画面の修正作業が反映され、統合シミュレーションを簡単に再開できます。

もう一度「統合シミュレーション」実行してみましょう！

［Note］

CX-Programmer、CX-Designerのどちらからでも、統合シミュレーション

を簡単に再開できます。

1.統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
まず体験

3. 動作
チェック

4.画面のﾘ
ｻｲｽﾞ、前

配置、保存

2.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ

の開始

5.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ終了と再

立ち上げ

6.PLC異常ｼ
ﾐｭﾚｰﾀ

7.異常
発生ﾛｸﾞ

保存
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６．PLC異常シミュレー
タ画面

６．PLC異常シミュレー
タ画面

CX-Programmerのメ

ニューより、［シミュ
レーション | PLC異常

発生シミュレータ］を
選択します。

シミュレータを使って、PLCの異常を簡単に発生させるこ
とができ、パソコン上で異常監視プログラムの動作を検証
できます。

「PLC異常発生シミュレータ」が起動します。

PLC異常一覧
運転停止、運転継続異常を
カテゴリ分けして一覧表示。
この中から発生させたい異
常をクリックして選択。

PLC異常発生シミュレータログ
発生した異常とその日付などの情
報を表示。テスト結果書作成支援
のため、CSV形式で保存可能。

異常発生ボタン
異常一覧で選択した後に発生し
た異常とその日付などの情報を
表示。テスト結果書作成支援のた
め、CSV形式で保存可能。

異常解除ボタン
異常一覧で選
択したエラーの
異常を解除。

異常とログの解除ボタン
異常一覧で選択したエラーの
異常とログ情報を全て解除。

起動後、異常一覧中
の適当なフラグ（ここ
ではプログラムエラー
）を選択します。

詳細異常一覧
異常一覧で選択した異常から、さらに
必要な詳細情報を設定させる。異常に
より選択項目が異なる。
左の異常一覧を選択しないと非表示。

6.1.PLC異常ｼﾐｭﾚｰﾀの起動6.1.PLC異常ｼﾐｭﾚｰﾀの起動

1.統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
まず体験

3. 動作
チェック

4.画面のﾘ
ｻｲｽﾞ、前

配置、保存

2.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ

の開始

5.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ終了と再

立ち上げ

6.PLC異常ｼ
ﾐｭﾚｰﾀ

7.異常
発生ﾛｸﾞ

保存
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PLC異常発生シミュレー

タより、以下の異常を選
択します。
・異常一覧：

ｶﾃｺﾞﾘ： CPU運転停止

設定異常
異常：プログラムエラー

・詳細異常一覧：
命令処理エラーフラグ

シミュレーション上で「PLC異常」が発生します。

「異常発生」ボタンを
押します。

6.2.PLC異常発生（運転停止異常）6.2.PLC異常発生（運転停止異常）

黄色に反転し、異常発生を識別できます。

異常がログに表示されます。

CX-Programmerの左下に、異常のメッセージがブリンクします

CX-Programmerのﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄﾜｰｸｽﾍﾟｰｽ上の
「異常履歴」をダブル
クリックします。

発生させた異常メッセージが表示されます。

シミュレーション上で「PLC停止異常」を発生させ、CX-Programmer、CX-Designer（TEST MODE)の状態を確認します。

1.統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
まず体験

3. 動作
チェック

4.画面のﾘ
ｻｲｽﾞ、前

配置、保存

2.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ

の開始

5.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ終了と再

立ち上げ

6.PLC異常ｼ
ﾐｭﾚｰﾀ

7.異常
発生ﾛｸﾞ

保存
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6.3.PLC異常解除6.3.PLC異常解除

異常発生のシミュレーションが確認できたら、今度は発生させた異常を解除します。

PLC異常発生シミュレー

タより、「異常解除」ボタ
ンを押します。

異常が解除され、以下の表示となります。

紫色に反転し、異常解除を
識別できます。

1.統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
まず体験

3. 動作
チェック

4.画面のﾘ
ｻｲｽﾞ、前

配置、保存

2.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ

の開始

5.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ終了と再

立ち上げ

6.PLC異常ｼ
ﾐｭﾚｰﾀ

7.異常
発生ﾛｸﾞ

保存

異常解除がログに表示
されます。



13

PLC異常発生シミュレータ

より、以下の異常を選択し
ます。
・異常一覧：

ｶﾃｺﾞﾘ： CPU運転継続

設定異常
異常：PLC設定異常ﾌﾗｸﾞ

シミュレーション上で「PLC異常」が発生します。

「異常発生」ボタンを
押します。

6.4.PLC異常発生（運転継続異常）6.4.PLC異常発生（運転継続異常）

黄色に反転し、異常発生を識別できます。

異常がログに表示されます。

CX-Programmerの左下に、異常のメッセージがブリンクします

CX-Programmerのﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄﾜｰｸｽﾍﾟｰｽ上の
「異常履歴」をダブル
クリックします。

発生させた異常メッセージが表示されます。

次にシミュレーション上で「PLC継続異常」を発生させ、CX-Programmer、CX-Designer（TEST MODE)の状態を確認し
ます。

1.統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
まず体験

3. 動作
チェック

4.画面のﾘ
ｻｲｽﾞ、前

配置、保存

2.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ

の開始

5.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ終了と再

立ち上げ

6.PLC異常ｼ
ﾐｭﾚｰﾀ

7.異常
発生ﾛｸﾞ

保存
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6.5.PLC異常解除6.5.PLC異常解除

異常発生のシミュレーションが確認できたら、再び発生させた異常を解除します。

PLC異常発生シミュレー

タより、「異常解除」ボタ
ンを押します。

異常が解除され、以下の表示となります。

1.統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
まず体験

3. 動作
チェック

4.画面のﾘ
ｻｲｽﾞ、前

配置、保存

2.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ

の開始

5.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ終了と再

立ち上げ

6.PLC異常ｼ
ﾐｭﾚｰﾀ

7.異常
発生ﾛｸﾞ

保存

異常解除がログに表示
されます。

紫色に反転し、異常解除を
識別できます。
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今まで発生させた異常情報を、CSVファイルに保存します。異常処理の検証結果として残すことができ
ます。（テスト結果書作成の支援につながります。）

７．異常発生ログをファイルに保存７．異常発生ログをファイルに保存

PLC異常発生ｼﾐｭﾚｰ

ﾀのﾒﾆｭｰより、
［ﾌｧｲﾙ|ﾛｸﾞの別名保

存］を選択します。

［Note］

ﾛｸﾞ保存を選ぶと、１回目はﾌｧｲﾙ名を入力
できますが、2回目以降は上書き保存となり

ます。

名前を付けて保存ﾀﾞ
ｲｱﾛｸﾞで、ﾌｧｲﾙ名
「ErroSimulatorLog」

と入力し、保存ボタン
を押します。

CSV
CSV

「ErroｒSimulatorLog.csv」
として保存されます。

Microsoft Excelで
「ErroSimulatorLog.c
sv」ファイルをオープ

ン

今まで発生させた異常情報（ログのリスト）がExcel上で確認できます。

［Note］

異常発生のログ保存は、上記以外に、次のタイミングでも実行できます。

・メニューより[ファイル｜終了]を選択した場合

・「異常とログをすべて解除」ボタンを押した場合。

統合シミュレーション演習は以上です。おつかれさまでした！！

1.統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
まず体験

3. 動作
チェック

4.画面のﾘ
ｻｲｽﾞ、前

配置、保存

2.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ

の開始

5.統合ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ終了と再

立ち上げ

6.PLC異常ｼ
ﾐｭﾚｰﾀ

7.異常
発生ﾛｸﾞ

保存
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